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　20世紀は後5年を経て21世紀に入る．世はまさに世紀末といってよい．経済，政治，教育，法
律と100年続いた体制が，新しい時代の変化についてゆけなくなっている．従来の価値観が崩れ，
将来の方向がみえなくなり，社会は不安定で不透明なものになっている．そこで，新しい価値観が
生まれ，社会のあらゆる分野においてパラダイムシフトがおこる．
　この世紀末におこる現象として，次の六つがあげられている．
　1）退廃的風潮，2）懐古趣味，3）珍奇なものへの興味，4）ロマンと冒険，5）新宗教の台頭，
　6）超科学への憧れ．
　現代の社会をみると，これらの傾向は殆んど全て当たっていると言ってよい．
　さて，科学には諸々の定義があるが，論理性（客観性），再現性，普遍性の三つの原則があると
考えられる．西洋医学は，この科学に基盤をおいて発展してきたといえる．
　科学は，この三原則に当てはまるもののみを集大成し，巨大なシステムを構築してきた．
　人類はその科学のすぐれた能力を利用して，人間に役立つ技術を創りあげ，現在の繁栄をもたら
したといえる．一方，科学はその進歩の過程において，三原則以外のものを切り捨ててきたが，最
近，その部分にこそ真実があるのではないかとの反省が拡がってきた．これが超科学への憧れであ
る．
　現在，超科学には，次の三つのものが混在していると考えられる．
第1群：現在の科学では理解できないが，現在の科学の延長において理解しうるもの．
第2群：将来，発想の転換によってのみ理解しうるもの．
第3群：科学ではとらえられない絶対的に科学を超えたもの．
　第1群には，現在，多くの現象が存在するが，例えば，“遺伝と体質”の疾病への影響などがあ
るが，これは“ヒトのゲノムプロジェクト”の研究の進行により理解するものとなろう．
　第2群としては，例えば脳と精神現象などがあり，第3群としては例えば宇宙の生誕，物質の根
源，生命の起源などを統一する理論などがある．
　私は，人間の自然観，宇宙説などに基盤をおいた東洋医学と，科学を基盤とした西洋医学の単な
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る融合は困難と考えている．これらを超えた第三医学の創造は，まさに超科学の好個の対象であ
り，これには，人類文化的，哲学的，宗教的な人間の英知を総合した多様な革命的アプローチが必
要となるであろう．
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